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論文審査結果の要旨 
 
 
 最終審査は２０１７年５月２３日午前１０時から午前１１時まで本学教育研究棟２
５７号室においておこなわれた。冒頭、執筆者による簡単なサマリーの発表が１０分ほ
どなされ、その後審査員三名による問題指摘などが行われた。審査はすべて英語でなさ
れた。 
 
 
論文の趣旨の発表の後、審査にあたった田中康博教授は、この論文中、かなり頻繁に言
及されるポストモダニズという言葉が、その内実や概念が明確に示されないまま、論議
がなされていることの問題性を指摘した。また、もう一人の審査員であるリチャード・
ウィルソン特任教授は、はじめに、本研究がその端緒から目覚ましい進歩を遂げ、研究
方法や研究視点が大胆に発展してきた過程を、大いに賞賛できると評価した。その上で、
もっとも重要な視座として「エイジェント」、つまり、少女漫画における主体はどこに
あるのか、対象と主体の入り組んだ少女文化状況における明確化を求め、その点に今後
の可能性と改善点があることを示した。主査の大西直樹特任教授は、論文全体が戦後史
の大まかな流れの中で１９７０年代を頂点として書かれているが、ことにその時期に社
会に重要な影響を与えたヴェトナム戦争との関連など、全体的に歴史的枠組みが脆弱で
あること、またアメリカ大衆文化についての言及は興味深いが、少女漫画との関連につ
いての議論が充分出ないことなどを批判した。とは言え、当初の研究目的とされていた
ところからの、進展は目覚ましく、これほどに斬新な視点を取り入れた執筆者の研究方
法の変容を振り返り、その成長を高く評価し、労苦を称えた。 
 
 
執筆者との論議後、審査が行われたが、審査員三名はこれまで学術的研究がそれほど盛
んになされた対象とは言いにくいサブカルチャーとされてきた少女漫画というジャン
ルに、実は隠され抑えられてきた女性の真の声が充満している点を単に事実の集積では
なく、ジェンダーと人種という視点で切り込み、哲学的分析を加えた点で、野心的であ
り、充分に博士号を授与すべき学術的資質を備えている、という評価を下し、確信を持
って合格の判定をするに至った。 
 
